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スポーツ報道のコンテンツ制作は限られた放送枠の中で、試合展開を的確にかつその感動を伝えられる
かが重要です。そのためスポーツ担当記者はその優れた感性をもとに試合映像の中から最も重要かつ
躍動感の伝わる映像を切り出して、記事で描写してその感動を伝えます。
記者は試合進行を正確かつ感動的に伝えるために、スコアブックを主体に試合内容を記録しています。
コンテンツ制作ではその記録されたスコアブックをもとに、膨大な映像の中からハイライトシーンを切り出
し、躍動感のあるシーン構成や的確な記事とともにその感動を生み出していきます。
従来、編集担当者は記者の指示に従い、そのハイライトシーンをおよその時刻から検索して、本来のシー
ンか確認しながら編集を進めており、編集に時間を要していました。
「Scorebook Cue /スコアブックでキューアップ・ソフトウェア」では、記者がスコアブックに各プレイの結果
を記述し始める時刻をタイムスタンプとして記録し、編集時の画面キューアップに使用することで、正確で
かつ容易に素早くハイライトシーンを使った編集が可能となります。
また、記者が記入する際にニュース・コンテンツとして使用する可能性が高いシーンには、“メモ”や“マー
ク”を同時に記録することができます。編集する際はマークのみサーチできますので、膨大なプレイシーン
の中から容易にハイライトシーンのみをキューアップできます。
さらに、記者が記入する入力画面と編集担当者が閲覧、キューアップする表示画面はネットワークを介し
て遠隔で使用可能なため、例えば球場で記者が記入したスコアブックやマーク、メモが、編集室で閲覧中
の表示画面に自動的に更新して表示されるため、編集担当者は試合終了を待たずに編集が開始でき、
即時性が重要なスポーツ編集を強力にサポートします。
従来紙ベースのスコアブックを電子化する際、入力方法が複雑になりがちで導入が難しいものでしたが、
本ソフトウェアは、タッチパネルに手書き入力を採用することで、新たな操作方法を覚える必要がなく操作
が簡単です。特に野球のスコアブックではその威力を発揮します。

Scorebook Cue / Software
スコアブックでキューアップ・ソフトウェア

入力画面閲覧・操作画面
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※仕様は予告なく変更される場合があります。
※Scorebook Cue/Event Cueの仕様・機能は特許出願中です。

Scorebook Cue / Software − スコアブックでキューアップ・ソフトウェア

★Event Cue イベントでキューアップ・ソフトウェア

イベントやスポーツの事象を記述した時刻を自動保存して、素材のキューアップするソフトウェアです。

・事象を記述した時刻を自動的に保存
・表示画面の各事象を選択するとその時刻でキューアップ
・重要な項目にはマークでき、マークのみサーチ可能
・事象を記述した時刻を表示
・ネットワーク経由で遠隔システムを構築可能
・CSVエクスポート/インポート機能

製品発注情報
Scorebook Cue 

スコアブックでキューアップ・ソフトウェア
Opt.AD 

表示ソフトウェア1ライセンス追加

機能・特長
・タッチパネルで手書き入力を採用
・書き込み時刻をタイムスタンプで自動記録
・ハイライトシーンをマーク
・メモ入力を記録可能
・タイムスタンプでキューアップ（オプション）
・オフセット機能でキューアップ位置を補正
・マークしたシーンのみをサーチ可能
・メモを吹き出しで表示
・遠隔でシステム構築可能

★関連商品★

システム要件
Scorebook Cue

・Windows8.1（64bit）,6GB以上のメモリ

導入が容易な手書き入力

入力方法をタッチパネルに手書きとすることで、
従来の紙ベースのスコアブックと同様となり、複
雑な入力方法を覚える必要がないため導入が
容易です。
特に複雑な構成の野球のスコアブックとしてその
威力を発揮します。
必要な枠内に通常と同じように記入すると同時
にその時刻が記録されるため、特に意識する必
要はありません。

キューアップとマーク機能

表示画面ではシーン枠をクリックすることで、記
録されたタイムスタンプの時刻にビデオサー
バー（オプション）やノンリニア編集機をキュー
アップすることができます。
また、記入する際にニュースコンテンツとして使
用する可能性の高いシーンには“マーク”を打つ
ことが可能です。
記録された“マーク“は表示画面でハイライトさ
れ、かつ”マーク”されたシーンのみを矢印キー
で移動できるため、ハイライトシーンを使った編
集が容易かつ素早く可能となります。

遠隔でシステム構築

スコアブック入力画面とスコアブック表示画
面とはネットワークを介して遠隔で接続可能
です。
球場の記者が入力した情報が、随時更新さ
れて編集室の閲覧画面に表示されるため、
試合が終わるのを待たずに編集が開始でき、
即時性が求められるスポーツ編集に威力を
発揮します。

オフセット機能

スコアブックに記入開始するタイミングは
シーンが起こった直後となります。
編集に必要なキューアップ位置はそのシー
ンの開始した位置になるため、必ず補正が
必要です。
そこでスコアブック表示画面にはオフセット
ボタン（-0.5秒/-1秒/-1.5秒・・・）を装備し、
キューアップと併用することで、煩わしい操
作を省くことが可能です。
さらに、予めオフセットを設定しておくことで、
オフセットボタン操作も省くことが可能です。
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